
テレビ会議を活用した新金融リテールソリューション
三菱東京UFJ銀行向け“MUFGテレビバンクシステム”

要　旨

顧客ニーズが多様化する中，金融業界では，顧客サービ

スレベルの向上，収益拡大のため，リテールチャネルの強

化を図っている。顧客サービス向上の一環として顧客への

チャネル拡大があり，映像を介したコミュニケーションを

行うことをコンセプトとしたACM（Automated Consult-

ing & contract Machine）という新たなチャネルが注目さ

れている。このACMを導入することにより，サービス提

供時間の延長など，顧客ニーズの充足が可能となる。

三菱電機インフォメーションシステムズ�（MDIS）では，

テレビ会議を利用した高品質の映像を大画面で表示する擬

似対面型のテレビバンクシステムを開発し，三菱東京UFJ

銀行（旧東京三菱店）に納入した。

このシステムは，顧客が利用するテレビバンク端末とオ

ペレータ端末及びサーバ群で構成される。システム開発で

は，短期間開発（半年程度）を要望されたため，パッケージ

ソフトウェア，オープンソースの利用を積極的に行い，例

えば，MDISのWeb標準アーキテクチャであるMI－Westa

を利用し，効率的な開発を実現した。

ビデオコールセンター機能では三菱電機の情報技術総合

研究所が開発したDIACONTACT（注１），システム運用監視

ではDI@PROBEといった三菱電機のパッケージソフトウ

ェアを利用している。DIACONTACTでは，オペレータ

の割当て制御機能や待ち行列機能なども提供している。

DI@PROBEでは，端末付属の各種デバイス監視や，デバ

イス・プロセスの遠隔診断機能も持っている。

テレビバンク端末は，2005年11月時点で同行の40店舗に

展開されている。
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外形寸法：幅（W）1,300×奥行（D）900×高さ（H）1,350（mm） 

営業店（利用者） 映像を介した 
コミュニケーション 

入力データの共有 

【画面メニュー】 
　�普通預金口座の開設・切替 
　　�新規口座開設 
　　�スーパーICカードへお切り替え 
　　�普通預金商品種類のご変更 
　�各種お届け 
　　�住所のご変更 
　　�届出印のご変更 
　　�氏名のご変更 

コールセンター 
（オペレータ） 

スキャナ 
 

営業店に設置したテレビバンク端末を利用し，映像／音声を介してオペレータと取引を進める。顧客から聴取した情報は，オペレータ端末上
で入力し，顧客側画面に入力内容を表示することで入力データを顧客と共有する。取引内容は，取引終了時に“お客さま控え”として顧客側に出
力される。

MUFGテレビバンクシステムの端末概略・利用イメージ
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（注１） DIACONTACTは，三菱電機インフォメーションシステム

ズ㈱の登録商標である。


